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研究成果の概要（和文）：インドシナ半島に生息するリス科齧歯類等の小型哺乳類において，河川及び海洋によ
る地理的隔離が種分化の要因であることが示唆された．しかしながら，現在のインドシナ半島に存在するメコン
川等の地理的障壁では簡単に説明することが出来ない系統地理学的結果も得られたことから，今後さらに詳細な
研究が必要であることが示された．また，研究計画の主目的とは逸れるが，新種のコウモリ１種及びリス１種を
ベトナムにおいて発見し記載・報告することに成功した．

研究成果の概要（英文）：It was suggested that speciation of small-sized mammals (especially, 
squirrels) occurring in the Indochina Peninsula had been affected by geographical isolation caused 
by large river and ocean. However, we also found interesting phylogeographical structure, which we 
could not explain on the basis of the present geographical barriers such as Mekong River. Therefore,
 we need the further studies on geographical isolation effect in the Indochina Peninsula. In 
addition, although it was not our main purpose, we successfully described a new bat species and a 
new squirrel species in Vietnam.

研究分野： 哺乳類学・系統地理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 インドシナ半島北部（中国南部）にはジャ
イアントパンダ，フランソワリーフモンキー
等の多くの地域固有哺乳類種が分布してい
る．代表者が，これらの固有種のうちベトナ
ムリスに着目して系統地理学的解析を行っ
た所，メコン川による集団隔離が引金となり，
本種が固有種化したことが示唆された．この
背景に基づき，「大陸部における固有種の創
出は，大河等の地理的障壁の存在によって生
じ，当該地域の小型哺乳類相全体に種分化の
一般則が存在する」という仮説を立て，その
検証を試みることになった． 
 
２．研究の目的 
 大陸部における固有哺乳類種創出機構を
明らかにするモデルを提示するため，インド
シナ半島北部においてどのような過程で固
有哺乳類種が創出されたのかを解明するこ
とを主目的とした．個体数が多く，十分な分
析（統計解析）に耐えうるだけのサンプルを
収集することが出来る狭小地域固有種（イン
ドシナ半島分布するリス科齧歯類・コウモリ
類等）を材料として選択し， DNA 塩基配列
及び頭骨の形態学的データ等に基づき，系統
地理学的特徴を明らかにすることを目指し
た． 
 
３．研究の方法 
 インドシナ半島北部（中国南部は含めな
い）を主な調査地と定め，比較のために，イ
ンドシナ半島西部・南部からも小型哺乳類の
サンプルを採集し，DNA解析用組織の採取，
及び毛皮標本・頭骨標本の作製・保存を行っ
た．DNA 塩基配列を用いた分子系統学的・
分子系統地理学的解析，及び頭骨の形態学的
解析を行い，インドシナ半島に生息する小型
哺乳類の進化的歴史を地理的障壁（メコン
川・イラワジ川等の大河）の効果とあわせて
検討した．加えて，インドシナ半島に生息す
る小型哺乳類種を台湾・東南アジア島嶼部な
どの集団或いは近縁種と比較し，海洋による
隔離効果の検証も行った． 
 
４．研究成果 
 今回の研究を通して，河川及び海洋による
地理的隔離が種分化の要因であることがあ
らためて示唆された．しかしながら，現在の
インドシナ半島に存在する主な地理的障壁
では簡単に説明することが出来ない系統地
理学的結果も得られたことから，今後さらに
詳細な研究・検討が必要であることが浮き彫
りとなった．また，新種のコウモリ１種及び
リス１種を発見・記載できたことは，研究計
画の主目的とは逸れるが大きな学術的成果
である．以下に本研究プロジェクトの成果を
列記する． 
1)タイワンリス属の系統地理学的解析結果 
インドシナ半島に分布するタイワンリス属
６種を用いて分子系統地理学的解析を行っ

た結果，半島の西部に分布するイワラジリス
は，中部に分布するハイガシラリスや北部に
分布するベトナムリスに近縁であることが
示唆された（第７回国際東アジア脊椎動物多
様性シンポジウムで代表者が口頭発表）．本
結果については現在追解析を実施中で，今後
論文発表を予定している．現在のメコン川や
イワラジ川等の地理的障壁では，この系統地
理学的特徴を説明することが難しく，地理的
隔離に基づいた固有種の創出機構を明らか
にするためには，現在とは異なっていた過去
における大河の流路或いはその他の地理的
障壁の存在を考慮したモデル構築の必要性
が示唆された． 
2)ケアシモモンガの分子系統学的解析結果 
 海洋によって隔離されているインドシナ
半島北部と台湾から各々採集されたケアシ
モモンガのサンプルを用いて分子系統学的
解析を行った結果，両者は遺伝的に大きく異
なっており，台湾産のものは別種である可能
性が示唆された（2015 年; Mammal Study 40: 
29－33）． 
3)オーストンカオナガリスの分子系統学的
解析結果 
 ベトナム北部から採集されたホオアカカ
オナガリスを含めて，オーストンカオナガリ
スの台湾集団及び中国南部集団を分子系統
学的に解析した結果，海洋によって地理的に
隔離された両集団は遺伝的に大きく異なっ
ており，台湾産のものは別種である可能性が
示唆された（2017 年; Mammal Study 42: 111
－116）． 
4)ミケリスの分子系統地理学的解析結果 
集団隔離が河川によって生じた可能性を

インドシナ半島以外の東南アジア地域にお
いて検証するため，マレー半島，スマトラ島
中部，スマトラ島東部，ボルネオ島の４箇所
から収集されたミケリスのサンプルを用い
て分子系統地理学的解析を行った．その結果，
スマトラ島中部の集団は同島東部の集団よ
りマレー半島集団に近縁であることが示唆
され，河川による隔離効果が示された．同時
に，ボルネオ島集団は他の集団とは大きく異
なっており，マレー半島とスマトラ島間の海
洋による隔離効果より，スマトラ島とボルネ
オ島間の海洋による隔離効果の方が大きい
ことが示唆された（2015年; Mammal Study 40: 
29－33）． 
5)ベトナムにおける新種コウモリの発見 
ベトナム中部のコントゥム省に位置するゴ
ックリン自然公園の標高 1,780m の場所で
2014 年に捕獲されたテングコウモリ属コウ
モリが，既知の同属の種とは体毛色・頭骨形
態・遺伝子塩基配列が著しく異なることが明
らかになった．このため，新種（英名
wooly-headed bat,学名 Murina kontumensis）
として発表した（2015 年，Acta  
Chiropterologica 17: 201－232）．本研究成
果については，世界自然保護基金(World Wide 
Fund of Nature = WWF)のホームページでも



紹介されている（URL は以下）．  
http://wwf.panda.org/what_we_do/where_w
e_work/greatermekong/discovering_the_gr
eater_mekong/species/new_species/specie
s_oddity/   
6)ベトナム南部ホンカイ島における新種リ
スの発見 
 インドシナ半島南部に位置する面積わず
か 8㎢のホンカイ島（ベトナム）において捕
獲されたタイワンリス属のリスが，既知の同
属の種とは体毛色・形態・遺伝子塩基配列が
著しく異なることが明らかとなった．このた
め，新種（英名 Hon Khoai squirrel,学名
Callosciurus honkhoaiensis）として発表を
行った（2018 年; Journal of Mammalogy: in 
press）．DNA レベルの解析に基づいた分類の
変更に伴う新種記載は，リス科齧歯類でも幾
つか為されているが，‘新種リスの発見’は
39 年ぶりである． 
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